
 

 

令和２年度 千葉県救急・災害医療審議会 議事概要 

 

日 時：令和２年１２月２１日（月） 午後７時００分から午後８時２０分 

場 所：千葉県庁本庁舎５階大会議室 

出席委員：中田委員、金江委員、松本委員、高原委員、寺口委員、中西委員、石橋委員、 

中島委員、塙委員、中村委員（１３名中１０名出席） 

 

議事１ 千葉県救急・災害医療審議会 会長・副会長の選出について 

【結論】 

委員の互選により、会長に千葉県医師会副会長 金江委員が、副会長に千葉県救急医療セ

ンター病院長 石橋委員が選出された。 

 

議事２ 小児救命救急センターの指定について 

【事務局説明】 

資料１－（１）から１－（１２）により、東京女子医科大学附属八千代医療センターの小

児救命救急センターの指定に係る状況について説明した。 

 

【結論】 

東京女子医科大学附属八千代医療センターの小児救命救急センターの指定について承認さ

れた。 

 

【意見等】 

・ 小児救命救急センターをどういう枠組みで作って、どこに対して手挙げをさせるかとい

った議論が行われていないと思うが、その辺りはどうなっていたのか。プロセスが見え

なくては、いいも悪いも評価ができない。 

・ 東京女子医科大学附属八千代医療センターは、内因性の対象疾患についてはたくさんの

患者を診ていて、小児科の先生もたくさんいるので問題ないと思うが、外傷に関しては、

この２０年、他の特定の医療機関で診ており、かなりの成績を出している。その医療機

関を上回る成績を出せないのであれば、対象疾患を内因性に限っていただきたい。 

・ 施設面や人員面等を考慮した上で、現実的に小児救命救急センターの指定に名乗りを上

げられる病院は東京女子医科大学附属八千代医療センターだけなのではないか。 

 

議事３ 災害拠点病院の指定について 

【事務局説明】 

資料２－（１）から２－（６）により、国際医療福祉大学成田病院の災害拠点病院の指定

に係る状況について説明した。 

 

【結論】 

国際医療福祉大学成田病院の災害拠点病院の指定について承認された。 



 

 

【意見等】 

・ 国際医療福祉大学成田病院は、空港のすぐそばに所在しているので、常にＤＭＡＴ隊が

スタンバイし、最初に駆けつける等、空港災害に関しては中核的にやっていただきたい。 

・ ＤＭＡＴの出動の可否は病院長が決めることとなっているが、全国的には、今回の新型

コロナウイルス感染症への感染リスク等から、出動を拒否しているところもある。その

ようなことの無いようにお願いしたい。 

 

報告１ 救急安心電話相談事業について 

【事務局説明】 

資料３－（１）により、救急安心電話相談事業の状況について説明した。 

 

【意見等】 

・ 今後の事業の改善のために、事業効果の「あまり納得していない・全く納得していない」

の具体的な理由等を調べた方が良いのではないか。 

 

報告２ （仮称）千葉県総合救急災害医療センターについて 

【事務局説明】 

資料３－（２）により、（仮称）千葉県総合救急災害医療センターの整備概要について説

明した。 

 

【意見等】 

・ 「高度救命救急センターである救急医療センターと精神科医療センターの一体的整備に

より、身体・精神科合併救急患者等について、迅速かつ適切な医療を提供」とあるが、

この「身体」は、高度救命救急の方が対象なのか。精神疾患を合併した救急患者はどの

病院でも苦労しているので、高度救命救急以外の方でも受け入れていただけると助かる。 


